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市長提出議案・補正予算議案、決算議案、副市長を含めた人事議案などが４２件、

議員提出議案 １ 件、すべて原案通り可決・同意・認定されました。

本会議場にて討論で登壇

２０２５年９月3日から10月１７日までの４５日間で開催されました

９ 月

定例会

放課後子ども居場所事業(居場所事業）の本格実施へ

さいたま市の公設放課後児童クラブ（学童）の待機児童は、２０２２年

３４０人、２３年３３３人、２４年２９９人と非常に多い状況です。しかしながらこの

待機児童数は公設学童70か所のみで、２５０か所以上ある民設学童の待機

２０２４年度決算＊＊＊＊

子ども
子育て支援

下水道の運営・管理事業にウォーターPPPの導入を決定

児童数は含まれていません。また多くの民設学童では、保護者自身で学童を運営しており、過大な負担がありま

す。今回の居場所の本格実施は、待機児童の解消と保護者の負担軽減を目指すものです。また、影響を受ける

民設学童に対しては、運営継続のための委託料や利用料の減少に対する支援策もできました。

子どもたちが安心安全で過ごせる場を増やすことは喫緊の課題です。居場所の開設とともに、民設学童の運

営や雇用にも丁寧な対応と適正な共存を模索していく必要があります。

＊ウォーターPPPとは、上下水道、工業用水道分野において、従来別々に委託していた事業の一本

化や長期契約により、民間のノウハウ、創意工夫の有効な活用を期待できる官民連携のうち、より民

間の運営の自由度が高いとされているコンセッション方式（レベル４）と管理・更新一体マネジメント

方式（レベル3.5）の2つの手法を総称したもの。ウォーターPPPを導入することで、職員数の減少や

老朽化施設の急増への対応、下水道使用料の大幅な上昇の抑制などの効果が見込まれる一方で、

地元企業の受注機会の減少や職員の技術力の低下などの懸念点もあります。

ウォーターPPPの管理・更新一体マネジメント方式（レベル3.5）の特徴

① 長期契約（原則10年）

企業の参画意欲、スケール

メリット、投資効果の発現、

雇用の安定、人材育成など

を総合的に勘案し、これま

での民間委託で一般的な3

～5年よりも長い10年間を

原則とする。

② 性能発注

仕様指定から開始し、性能

指定に移行する方向で検

討を進める。

八潮市の道路陥没事故を

受けた対応など、要求水準

に反映できるように検討

を進める。

③ 維持管理と更新の
一体マネジメント

一体的に実施していくこと

で効率的・効果的な維持管

理（修繕を含む）と更新を

期待できる。

今回は民間事業者が更新

計画を作成する「更新支援

型」。

④ プロフィットシェア

民間による新技術の導入

や維持管理の工夫により生

み出されたコスト削減分（プ

ロフィット）を官民で分配

（シェア）する仕組みのこと。

事業開始後も民間事業者

からのライフサイクルコスト

縮減の提案を促進する。

下水道事業の継続的な運営に向けて、更新工事を含まないウォーターPPP*のレベル３．５の導入を計画して

います。今回の対象エリアは、北区・大宮区・中央区。26年度に実施方針公表・事業者募集。27年度に事業契

約締結を予定しています。市民に不利益が出ないよう、今後の展開を注視していきます。

パブリック
コメント募集中
１１月２１日まで
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代表質問 学びの多様化学校「いろどり学園」と校内教育支援センター（Solaるーむ）

Q1.来春から始まる学びの多様化学校「いろどり学

園」に向けたプレ開校の成果と課題は。

A1.プレ開校には189人が参加し、3年ぶりに外出

できた児童や、久しぶりに授業を受けた生徒もい

た一方で、周囲の様子を気にして不安定になる

子どももおり、対応策を検討していきます。

Q2.いろどり学園の特色は。

A2.自分の興味関心がある学習に取り組む未来工

房という新教科では、レーザー加工機・ドローン

なども利用し、課題解決型学習を実施予定です。

対面・オンラインを日々選択可能で、始業時間を

遅めに設定し、一人ひとりに合わせた学びを支援

し、専門職へのオンライン相談体制も整えます。

Q3.保護者支援の取り組みは。

A3.対面・オンラインの両方で保護者の不安に寄

り添った支援を充実させたいと考えています。

Q4.転籍に不安を感じる子どもへの配慮は。

A4.転籍後も、地元学校の行事見学が自由にできる

ような仕組みを整備し、地域とのつながりを維

持しやすい環境を模索中です。

Q１．こどもの権利条例の制定に向けて、多様な背景を持

つ子どもの声をどのように反映し、実効性を高めてい

くのか。

A1.条例制定にあたり、権利の主体となる子どもたちの意

    見を幅広く聴取し、条文に反映させるなど、丁寧な検討

    プロセスを経ることが重要だと考えています。そのため、

    身近なテーマのワークショップやアンケートを実施し、率

    直な意見を幅広く収集すること。その意見を基に、条文

    案を丁寧に検討し、審議会やパブリックコメントなどを

    経て条例制定を目指します。

Q2.子ども議会・若者会議の検討は。

A2.今年度は5人程度の少人数グループで意見交換や提

   言づくりを行うワークショップを開催しています。その成果

をもとに、将来的には政策提言機能を持つ子ども議会・

若者会議の設置を目指します。

Q3.子どもたちや市民の声を政策につなげていくために、

    職員のスキルアップの取り組みについては。

A3.ファシリテーション研修の実施や外部研修への派遣を

    通じ、職員のスキル向上と子ども、若者の意見を反映さ

せる仕組みづくりを進めていきます。

校内教育支援センター（Solaるーむ）とは、学校生活

に不安やストレスを感じ、教室で過ごすことが難しい

子どもたちのために、自分のペースで勉強したり、気

持ちを落ち着けたりするための“安心できる場所”と

なるように全小中学校での取り組みです。

Q1.Solaるーむに来る子どもたちのために、空き時

間の先生やスクールアシスタント、大学生や地域

のボランティアなどがいることが多く、時間に

よって、異なる人に支えられている。安定した人

的リソースをどのように確保していくのか。

A1. 今年度から担当の指導員が各校を訪問し、運用

の助言を実施しています。また、退職した校長に

も新たにボランティアの依頼をしています。

子どもたちを権利の主体と捉えた「こどもの権利条例」制定と子どもの参画を

代表質問で取り組みました

Solaる－むの

温かみのある環境と人材確保を

そら

決算委員会

こどもまんなか社会の実現に向けて

Q1.今年度から始まった第3期「子ども・青少年のびのび

希望プラン」について、こども基本法を反映し、子ども

たちの意見はどのように取り入れられたのか。

A1.子ども・若者ワークショップやタウンミーティングなど

でいただいた意見は、以下の通り。

① 子どもの声をもっと聞いてほしい

② 遊びや学びの場が足りない

③ 子どもや若者が生きやすい社会にしてほしい

今後、こどもまんなか社会の実現に向け、

重点的に取り組むべき施策として、意見

表明機会の確保と社会参画機会の提供、

多様な体験活動の提供と居場所の確保、

子どもや若者を社会全体で支える取り組み

の強化を計画に従い、具体化を図ります。

決算委員会

第3期
子ども・青少年
のびのび希望
プラン

ゆめ

長期欠席者・ヤングケアラー・障害を持つ子ども

たちなどの意見やフリースクールなどの子ども

たちと関わる支援団体の意見も聞き、具体的

な施策に結び付けていくことが必要です。

代表質問

子どもたちにとって、顔なじみのスタッフを安

定的に配置することが重要です。そのた

めにもスクールアシスタントなどの人材

確保と支援体制の強化を求めました。
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医療的ケア児者や重症心身障害児者の重層的な地域支援体制、

切れ目のない支援と家族の負担軽減を求める

その他にも、医療的ケア児者や重症心身障害児者に対して、支援が途切れることのないよう、

ショートステイやデイサービスなどのレスパイト事業の充実やグループホームなどの計画的な施設

設置など、重層的な地域支援体制の構築に取り組むよう提案しました。

民生委員のメンタルヘルス支援を

Q１.民生委員が活動する中で、孤独死などの第一発見者となった場合の対応は。

A1.民生委員は地域の「つなぎ役」のため、異変を感じた際は、速やかに救急や警察などの

関係部局や関係機関に連絡・連携するようにしています。

決算委員会で

取り組みました

東京都の特別支援学校の通学支援のように、子どもと

運転手・看護師がともに乗車する専用通学車両の送迎が必要だ。

 障害児・者の移動支援事業の充実を

Q１.移動支援事業の利用実績が減少している理由と課題は。

A１. 短時間利用の単価が低く利用しづらい点が課題だったため、昨年10月から単価を見直

し、短時間利用が１割増加しましたが、依然として事業所数が不足しています。

必要とする補装具の支給を

Q.補装具制度の改定で、成長に合わせた作り替えが難しくなったとの声があるが実態は。

A.国による部品指定の見直しで、一部製品が対象外となりました。その場合は本人の状況と生活環境を踏まえ、

個別対応となります。また、必要に応じて障害者更生相談センターが技術的助言を行っています。

Q２.スクールバスが利用できない医療的ケア児や重度障害児が通学する際、福祉タクシーに

看護師と同乗し、利用できるか。

A２. 移動支援事業では、医療資格を持つヘルパーが同乗する形で、移動支援を利用可能（１回３０分）です。 埼玉県

特別支援教育就学奨励費で車両（福祉タクシーなど）と連携することができます。

Q３．昨年度の制度改正時に、福祉タクシーと看護師をセットで運用する制度が必要だったのではないか。

A３．本市ではバス停や学校までの付添いを認めていますが、今後は福祉局と教育委員会と連携し、支援体制を

検討します。

 医療的ケア児者や重症心身障害児者の支援構築のために多職種連携を

Q1.医療・福祉・教育の連携をどのように考えているのか。

A1.「地域自立支援協議会」の子ども部会において、障害福祉・子ども・教育・医療などの関係部門が協議していま

す。医療的ケア児コーディネーターの養成や関係者の連絡会設置など、連携強化を進めています。

Q2.それぞれの子どもを中心としたカンファレンス（ケース会議）は実施されているのか。

A2.個別でケース会議は行われていることもありますが、全員には実施していません。今後は協議会を通じて、

ケース会議の仕組み化の検討を進めていきます。
それぞれの障害児者に関わる医療・教育・

福祉などの支援者が連携をすることを求める。

補装具は日々の生活を送るうえで欠かせない。必要な方には、

個別対応できちんと届け、かつリユースや貸与の仕組みも検討を。

Q２.民生委員自身の心のケアやメンタルヘルス対策は。

A２．現時点では、メンタルヘルス支援の制度的な対策は設けられていません。体調不良やストレスを抱える事例

についても、全市的な把握は十分ではなく、今後の課題として検討が必要です。

民生委員は要支援者への様々な相談や支援を献身的に日々活動してくださっています。

精神的負担を軽減し、持続可能な地域支援体制を構築するためには、こころのケアを

含む人的・心理的支援の整備が不可欠です。安心して活動を続けられるような支援を。



あなたと一緒に手をとりあってつながるさいたま市を

社会全体で子ども・子育てを支える

京都市生まれ、立命館大学国際関係学部卒業。

子どもが１歳の時に、東日本大震災を経験し、家族だけで子どもたちを守ること

には限界があり、地域・社会全体で子どもを守り、支えていくことが必要だと考

えるようになりました。

阪神淡路大震災・東日本大震災、令和元年東日本台風（台風１９号）を経験、

日頃の備えの必要性を痛感し防災アドバイザーとしても活動中。台風１９号時

は災害復旧ボランティア活動にも参加。

趣味は梅干しやお味噌づくり、読み語りボランティア、多言語活動など。

埼玉県冒険遊び場づくり連絡協議会プレイリーダー基礎研修終了。

【所属】市民生活委員会（委員長）、予算委員会、市庁舎特別委員会（副委員

長）、立憲民主党、気候危機・自治体議員の会、若手議員の会会員、WOMAN 

SHIFT (届きづらい女性の声を政治につなぎ、政策実現することをミッションと

する団体）、学びの多様化議員連盟、生活クラブ生協組合員など

。

出雲けいこ プロフィール

市政に関するみなさんのご意見・ご要望をお聞きかせください

出雲けいこ事務所 Fax 048-715-0919までお送りください。こちらからもお受けしています→

お名前 お電話

ご住所

お名前や連絡先が無記載の場合は、回答することが困難になりますのでご記載ください。

１２月定例会は、１１月２６日～１２月１９日
までの２４日間(予定)です。

市民生活委員会で議事進行中

きなこ

市政報告会２０２５を開催します 参加費 無料 / お子様連れ 大歓迎です

１ １ 月１５ 日（土）１４ ： ００ ～ １６ ： ３０ ＠ソニックシティビル４階市民ホール

前半は、委員会別の議会報告と「手話言語条例」制定

の報告を。後半は、グループワークを通して、皆様と意

見交換を行います。ご参加をお待ちしています。

出雲が所属している立憲民主・無所属の会

さいたま市議団で市政報告会を開催します。

市民参画、市民協働の更なる充実を目指し

ていきます。ぜひ皆様の声を出雲へお寄せく

ださい。

↑
お申し込みは
こちらから
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